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柳取崇之 会長
先週、中国・広州へ視察旅行に行って来ました。斎藤
さん、白倉さん大変お世話になりました。
斎藤弘文さん
　中国・広州市に行って参りました。貴島総領事から
案内していただき、大変勉強になりました。

　柳取会長、白倉会員から大変お世話になりました。
野崎喜一郎さん
　当クラブのゴルフコンペでパープレイのスコアで優
勝しました。丸山さん、杉山さん、中村さん大変お世
話になりました。

伊藤浩志さん
　上高地の百名山・焼岳に登ってきました。北アルプ
スの活火山です。眼下に上高地、目前に穂高岳を望
めました。年内にあと３つ登ります。

吉井直樹さん
　ものづくりメッセに行って来ました。参加企業さん
はお疲れ様です。県外の方が多数いらしていたのが
印象的でした。

　本日地区大会報告、よろしくお願いします。
五十嵐晋三さん
　地区大会記念講演、尾身茂氏のポリオ根絶の話、みん
な真剣に聞いていました。

　感動した立派な話でした。
嘉瀬一洋さん
　地区大会お疲れ様でした。尾身さんによるポリオ根
絶の講演は大変勉強になりました。

早川滝徳さん
　地区大会に参加された皆様、大変ありがとうござい
ました。
小林吾郎さん
　涼しくなりました！

長谷川正実さん、 荻根澤隆雄さん、 落合孝夫さん、
山田富義さん、 関川　博さん、 歸山　肇さん、
石倉政雄さん、 安達俊明さん、 明田川賢一さん、
中村和彦さん、 岩橋美穂さん、 高橋　司さん、
丸山行彦さん、 松永隆夫さん、 松永一義さん、
小越憲泰さん、 高橋俊樹さん、 野水靖之さん、
船越良則さん

　地区大会に参加された皆様、お疲れ様でした。
　柳取会長、早川幹事、本日は報告よろしくお願いい
たします。

　　　　　　　   　 10月29日分　 ￥ 28,000
　　　　　　　  　  今年度累計　 ￥582,000

柳取崇之 会長
皆さんこんにちは。
　先週末10月25日・26日に開催
されました室賀ガバナー年度地
区大会に参加して参りました。
　私からは1日目の報告をさせて
頂きます。午後から始まり地区

指導者育成セミナーとRI会長代理をお迎えしての
歓迎晩餐会が開催されました。
　RI会長代理は第2520地区（仙台宮城野RC所属）
の森川昭正さんでありました。
　2023-24年度ガバナーをされおり、現在は地区
ラーニングファシリテーターを努めておられま
す。
　室賀ガバナー挨拶から始まりRI会長代理挨拶の
後、地区委員長の報告が発表され南雲年度の収支決
算報告があり、満場一致で承認をされました。
　その後、育成セミナーの講演が開催され、公益財
団法人ロータリー財団理事の服部良男様（第2760地
区・岡崎RC）より、財団についてケーススタディ方
式の質問形式で行われました。
　財団について様々な話をされましたが、財団講演
で印象に残ったのは「遺贈」です。（これは国際
ロータリーや公益財団法人ロータリー日本財団及
び公益財団法人ロータリー米山記念奨学会などの
ロータリー関連団体へ、遺言によって財産を寄付す
る事と記載されております）
　今後は恒久財源を得るために各地区おいて普及
をしていきたいとのお話でした。
　二人目は公益財団法人米山記念奨学会理事の高
橋秀樹様（新潟RC）より、なぜ米山記念奨学生が必
要なのかを説明されました。
　日本の食料自給率をはじめに話され、何のことな
のかと、それと奨学生がどうつながるのかと思いま
したが、1960年代の食料自給率は80%あったものが

会長挨拶
　　　　　　　　　柳取崇之 会長
　皆さんこんにちは。
　先週末に行われました地区大会に参加の
皆さん大変お疲れさまでした。
　室賀ガバナーが三条クラブの参加者が多
いことに対して感謝と御礼を申されており
ました。

　さて、先週は商工会議所の国際情勢理解視察旅行に参加
し、中国の広州へ行って参りました。当クラブから斎藤さ
ん、白倉さんが参加されました。
　当クラブの斎藤さんが会頭をされていらっしゃる時、外務
省中小企業支援ODA事業が事業化されました。その時に外務
省国際協力企画官をされておりました貴島善子（きじまよし
こ）氏と繋がりをもたれ、23年8月に在広州日本国総領事とし
て赴任されました。その縁で今回の事業が実施され訪問でき
ることになりました。
4日間の出張でありましたが、移動日を除くと視察は2日間

でありました。
　その2日間とも総領事自ら同行して頂き日系自動車関連企
業、現地企業の化粧品メーカー、厨房用品卸売市場を訪問して
参りました。総領事、領事並びに視察先企業の代表の方も会

食時にも同席され、広州地域の現状を説明して頂き
大変有意義なお話を聞くことが出来ました。
　中国ではコロナ発生以降、非接触型の社会が構築
されており、スマホ一つで食料品から車まで購入が
できます。
　そして、一般道での無人自動運転タクシー、ドロー
ンによる宅配など中国は世界の最先端だと改めて認
識した次第です。また、領事館公邸での会食も用意
されており、人生で経験できない素晴らしい視察と
なりました。
　但し、少し不便を感じたことは中国国内では、ほと
んど現金の使用が必要無い為、外国人旅行者は事前
に中国の電子マネーに対応できるアプリをスマホに
入れておかなければならず、また小口の金額使用に
はクレジットカードが使えないため、アプリを入れ
ないとコンビニ等では買い物をする事が出来ません
でした。
　詳細については機会を見て卓話にて話をさせて頂
きたいと考えておりますので宜しくお願い致しま
す。
　以上　挨拶を終わります。

幹事報告
　　　　　　早川滝徳 幹事

◎室賀ガバナー事務所より
　「地区大会ご出席の御礼」
◎第4分区 青柳ガバナー補佐より
　「第3回 第4分区会長・幹事会のご案内」
　　日　時　11月6日（木） 17：00～
　　会　場　燕市小池　ARS（Vintage Hall）
◎三条ローターアクトクラブより
　「11月第一例会のご案内」
　　日　時　11月6日（木） 19：30～
　　会　場　リサーチコア 4階・異業種交流室
◎三条市青少年育成市民会議より
　「私のメッセージ三条市小学生大会のご案内」
　　日　時　11月8日（土） 9：30～
　　会　場　三条市中央公民館 大ホール

現在では60％程度に落ち込んでおり、多くの食料を
輸入に頼っているのが現状であるそうです。
　そこで優秀な奨学生を迎え日本の国を理解して
もらい、将来的に日本に友好関係を作れる人材の育
成を図ることが狙いであるとのお話でした。
　ほかに米山記念奨学事業の始まりや事業概要、受
入奨学生数、事業費の説明等がなされました。
　ロータリー財団、ロータリー米山記念奨学会どち
らも恒久的な財源と寄付が必要であり資金が必要
なことも理解できるものの、最終的には事業活動に
理解して頂き多くの寄付をお願いしたいとの話に
ついては少し考えさせられるセミナーであったと
感じました。
　その後、歓迎晩餐会が開催され8時に閉会しまし
た。

早川滝徳 幹事
地区大会２日目の内容をお話

させて頂きます。会場は1日目の
ホテルイタリア軒から変わって
ANAクラウンプラザホテル新潟
で行われました。２日目は地区
役員の方も含め21名の方が出席

していただきました。出席していただいた皆様あ
りがとうございました。
　はじめに関根地区幹事の開会宣言から室賀ガバ
ナーの開会点鐘でスタートいたしました。国歌斉
唱、ロータリーソング斉唱の後、五十嵐地区大会実
行委員長の挨拶、来賓紹介、参加クラブ紹介、物故
会員追悼と続きました。室賀ガバナー挨拶では今
年度は年度が始まる直前にRI会長エレクトが辞任
し急遽フランチェスコ・アレッツォ会長が決まった
りと激動の年度だということを改めて紹介されま
した。その後来賓として、花角新潟県知事、中原新
潟市長から挨拶がありました。
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午前の部メインとしてのRI会長メッセージとし
て映像で紹介され、RI会長代理として仙台宮城野
RCの森川昭正さんから講演がありました。ロータ
リーの戦略計画として、持続可能な変化を生むため
に会員同士が手を取り合い行動するというビジョ
ンを達成するための長期的な指針がロータリーの
行動計画なのですが、今後5年間の周期で変化する
世界に適応しながらロータリーを前進、変化させて
いくものとなるとのことです。今年度RIとして行
うことは、これまでの取り組みを評価し、改善の機
会を探り、必要に応じて変更を加えていきます。ま
たRI会長の強調事項として今年度メッセージでも
ある「よいことのために手を取りあおう」はロータ
リーが人々を結びつけるという「つながり」を強調
しています。これはさらに新会員を増やし、奉仕プ
ロジェクトで協力しインパクトをもたらし、よい変
化を生み出すという事です。このことを受けての
今年度地区目標の「ロータリーで善の循環を」と
なったわけです。また今年度は財団への寄付推進
が表に立っていたと感じます。ロータリー活動と
ロータリー財団はまさに両輪で、ポリオ根絶、グ
ローバル補助金、地区補助金、大規模プログラム補
助金、災害救護補助金、ロータリー平和センターは
ロータリー財団が支えているとのことで、会員に寄
付を呼び掛ける必要性の説明がありました。最後
はロータリーの活動は様々ありますが、一番大事な
のは、「何よりも楽しく！」ということが一番心に
残りました。
　その後、大会委員会報告、大会決議案採択と続
き、各種表彰としてガバナー賞、財団寄付優秀クラ
ブ賞、米山功労クラブ賞が発表され、ロータリー米
山記念奨学会寄付個人表彰として当クラブの小越
さんが表彰されました。その後2026年国際大会の
アピールがあり午前の部が終了しました。
　午後の部はロータリー財団奨学生、米山記念奨学
生、青少年交流学生、インターアクト、ローターア
クトなど青少年奉仕に関わる活動の報告がありま
した。そのあと午後の部メインで「ポリオ根絶」を
テーマに、公益財団法人結核予防会理事長の尾身茂
先生から記念講演がありました。まさにポリオ根
絶とロータリーとの繋がり、歴史を話され、戦争地
域など大きな壁がありますがポリオ根絶まであと
少し、ロータリーの協力を引き続きお願いされまし
た。五十嵐晋三さんが言われていましたが、ロータ
リーが企画する講演会はいいものが多く、今回も素
晴らしい内容でした。これは実際参加しないと経
験できないことです。その後、森川RI会長代理から
講評があり、記念品贈呈、ガバナーエレクト、ガバ

ナーノミニー挨拶、次期開催地代表挨拶、ガバナー
謝辞のあと点鐘で本会議が終了しました。
　その後ロータリー親睦交流会が行われ、アトラク
ションとして「新潟Yossy Big band」というミュー
ジシャングループの圧巻の演奏がありました。会
場も移動も困難なほどの参加者で埋め尽くされ、三
条クラブ会員同士はもちろん近隣クラブ、また新潟
県内のロータリアン同士の親睦を深められるいい
時間になりました。
　今回の感想としては財団などへの寄付の必要性
がかなり印象に残りました。ロータリーの意義、奉
仕の精神、ロータリー活動、そしてそれを行うため
に必要な財源。記念講演である尾身先生の講演内
容でもありましたが、活動と財団の両輪をかなり感
じさせられる地区大会でした。来年は雪国魚沼の
地での地区大会です。次期開催地挨拶でも言われ
ていましたが、会場キャパ的に新潟市、長岡市以外
での地でもできる工夫で開催するとのことで楽し
みにしています。御清聴ありがとうございまし
た。
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■本日の出席会員数：56名中37名
■先々週出席率：81.82％

2025～2026年度国際ロータリー会長メッセージ

【先週のメークアップ】
［10.23］三条東RCへ
・小林卓哉さん、　白鳥　賢さん、
・中林順一さん、　荻根澤隆雄さん、
・田久保良さん、　高橋俊樹さん
［10.25～26］地区大会（新潟）へ
・柳取崇之さん、　早川滝徳さん、
・五十嵐晋三さん、荻根澤隆雄さん、
・小越憲泰さん、　嘉瀬一洋さん、
・小林吾郎さん、　近藤雄介さん、
・斎藤弘文さん、　渋谷政道さん、
・杉山幸英さん、　関川　博さん、
・高橋俊樹さん、　外山浩玲さん、
・梨本次郎さん、　成田秀雄さん、
・長谷川正実さん、船越良則さん、
・松永隆夫さん、　丸山行彦さん、
・渡部　宏さん
［10.27］三条南RCへ
・白倉徳幸さん、　松永隆夫さん、
・丸山行彦さん、　中林順一さん、
・岩橋美穂さん、　杉山幸英さん、
・渡部　宏さん
［10.28］長岡RCへ
・田久保良さん

「東京カテドラル聖マリア大聖堂（投稿者：落合孝夫 会員）」
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ました。

　さて、先週は商工会議所の国際情勢理解視察旅行に参加
し、中国の広州へ行って参りました。当クラブから斎藤さ
ん、白倉さんが参加されました。
　当クラブの斎藤さんが会頭をされていらっしゃる時、外務
省中小企業支援ODA事業が事業化されました。その時に外務
省国際協力企画官をされておりました貴島善子（きじまよし
こ）氏と繋がりをもたれ、23年8月に在広州日本国総領事とし
て赴任されました。その縁で今回の事業が実施され訪問でき
ることになりました。
4日間の出張でありましたが、移動日を除くと視察は2日間

でありました。
　その2日間とも総領事自ら同行して頂き日系自動車関連企
業、現地企業の化粧品メーカー、厨房用品卸売市場を訪問して
参りました。総領事、領事並びに視察先企業の代表の方も会

食時にも同席され、広州地域の現状を説明して頂き
大変有意義なお話を聞くことが出来ました。
　中国ではコロナ発生以降、非接触型の社会が構築
されており、スマホ一つで食料品から車まで購入が
できます。
　そして、一般道での無人自動運転タクシー、ドロー
ンによる宅配など中国は世界の最先端だと改めて認
識した次第です。また、領事館公邸での会食も用意
されており、人生で経験できない素晴らしい視察と
なりました。
　但し、少し不便を感じたことは中国国内では、ほと
んど現金の使用が必要無い為、外国人旅行者は事前
に中国の電子マネーに対応できるアプリをスマホに
入れておかなければならず、また小口の金額使用に
はクレジットカードが使えないため、アプリを入れ
ないとコンビニ等では買い物をする事が出来ません
でした。
　詳細については機会を見て卓話にて話をさせて頂
きたいと考えておりますので宜しくお願い致しま
す。
　以上　挨拶を終わります。

幹事報告
　　　　　　早川滝徳 幹事

◎室賀ガバナー事務所より
　「地区大会ご出席の御礼」
◎第4分区 青柳ガバナー補佐より
　「第3回 第4分区会長・幹事会のご案内」
　　日　時　11月6日（木） 17：00～
　　会　場　燕市小池　ARS（Vintage Hall）
◎三条ローターアクトクラブより
　「11月第一例会のご案内」
　　日　時　11月6日（木） 19：30～
　　会　場　リサーチコア 4階・異業種交流室
◎三条市青少年育成市民会議より
　「私のメッセージ三条市小学生大会のご案内」
　　日　時　11月8日（土） 9：30～
　　会　場　三条市中央公民館 大ホール

現在では60％程度に落ち込んでおり、多くの食料を
輸入に頼っているのが現状であるそうです。
　そこで優秀な奨学生を迎え日本の国を理解して
もらい、将来的に日本に友好関係を作れる人材の育
成を図ることが狙いであるとのお話でした。
　ほかに米山記念奨学事業の始まりや事業概要、受
入奨学生数、事業費の説明等がなされました。
　ロータリー財団、ロータリー米山記念奨学会どち
らも恒久的な財源と寄付が必要であり資金が必要
なことも理解できるものの、最終的には事業活動に
理解して頂き多くの寄付をお願いしたいとの話に
ついては少し考えさせられるセミナーであったと
感じました。
　その後、歓迎晩餐会が開催され8時に閉会しまし
た。

早川滝徳 幹事
地区大会２日目の内容をお話

させて頂きます。会場は1日目の
ホテルイタリア軒から変わって
ANAクラウンプラザホテル新潟
で行われました。２日目は地区
役員の方も含め21名の方が出席

していただきました。出席していただいた皆様あ
りがとうございました。
　はじめに関根地区幹事の開会宣言から室賀ガバ
ナーの開会点鐘でスタートいたしました。国歌斉
唱、ロータリーソング斉唱の後、五十嵐地区大会実
行委員長の挨拶、来賓紹介、参加クラブ紹介、物故
会員追悼と続きました。室賀ガバナー挨拶では今
年度は年度が始まる直前にRI会長エレクトが辞任
し急遽フランチェスコ・アレッツォ会長が決まった
りと激動の年度だということを改めて紹介されま
した。その後来賓として、花角新潟県知事、中原新
潟市長から挨拶がありました。

午前の部メインとしてのRI会長メッセージとし
て映像で紹介され、RI会長代理として仙台宮城野
RCの森川昭正さんから講演がありました。ロータ
リーの戦略計画として、持続可能な変化を生むため
に会員同士が手を取り合い行動するというビジョ
ンを達成するための長期的な指針がロータリーの
行動計画なのですが、今後5年間の周期で変化する
世界に適応しながらロータリーを前進、変化させて
いくものとなるとのことです。今年度RIとして行
うことは、これまでの取り組みを評価し、改善の機
会を探り、必要に応じて変更を加えていきます。ま
たRI会長の強調事項として今年度メッセージでも
ある「よいことのために手を取りあおう」はロータ
リーが人々を結びつけるという「つながり」を強調
しています。これはさらに新会員を増やし、奉仕プ
ロジェクトで協力しインパクトをもたらし、よい変
化を生み出すという事です。このことを受けての
今年度地区目標の「ロータリーで善の循環を」と
なったわけです。また今年度は財団への寄付推進
が表に立っていたと感じます。ロータリー活動と
ロータリー財団はまさに両輪で、ポリオ根絶、グ
ローバル補助金、地区補助金、大規模プログラム補
助金、災害救護補助金、ロータリー平和センターは
ロータリー財団が支えているとのことで、会員に寄
付を呼び掛ける必要性の説明がありました。最後
はロータリーの活動は様々ありますが、一番大事な
のは、「何よりも楽しく！」ということが一番心に
残りました。
　その後、大会委員会報告、大会決議案採択と続
き、各種表彰としてガバナー賞、財団寄付優秀クラ
ブ賞、米山功労クラブ賞が発表され、ロータリー米
山記念奨学会寄付個人表彰として当クラブの小越
さんが表彰されました。その後2026年国際大会の
アピールがあり午前の部が終了しました。
　午後の部はロータリー財団奨学生、米山記念奨学
生、青少年交流学生、インターアクト、ローターア
クトなど青少年奉仕に関わる活動の報告がありま
した。そのあと午後の部メインで「ポリオ根絶」を
テーマに、公益財団法人結核予防会理事長の尾身茂
先生から記念講演がありました。まさにポリオ根
絶とロータリーとの繋がり、歴史を話され、戦争地
域など大きな壁がありますがポリオ根絶まであと
少し、ロータリーの協力を引き続きお願いされまし
た。五十嵐晋三さんが言われていましたが、ロータ
リーが企画する講演会はいいものが多く、今回も素
晴らしい内容でした。これは実際参加しないと経
験できないことです。その後、森川RI会長代理から
講評があり、記念品贈呈、ガバナーエレクト、ガバ

ナーノミニー挨拶、次期開催地代表挨拶、ガバナー
謝辞のあと点鐘で本会議が終了しました。
　その後ロータリー親睦交流会が行われ、アトラク
ションとして「新潟Yossy Big band」というミュー
ジシャングループの圧巻の演奏がありました。会
場も移動も困難なほどの参加者で埋め尽くされ、三
条クラブ会員同士はもちろん近隣クラブ、また新潟
県内のロータリアン同士の親睦を深められるいい
時間になりました。
　今回の感想としては財団などへの寄付の必要性
がかなり印象に残りました。ロータリーの意義、奉
仕の精神、ロータリー活動、そしてそれを行うため
に必要な財源。記念講演である尾身先生の講演内
容でもありましたが、活動と財団の両輪をかなり感
じさせられる地区大会でした。来年は雪国魚沼の
地での地区大会です。次期開催地挨拶でも言われ
ていましたが、会場キャパ的に新潟市、長岡市以外
での地でもできる工夫で開催するとのことで楽し
みにしています。御清聴ありがとうございまし
た。
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柳取崇之 会長
先週、中国・広州へ視察旅行に行って来ました。斎藤
さん、白倉さん大変お世話になりました。
斎藤弘文さん
　中国・広州市に行って参りました。貴島総領事から
案内していただき、大変勉強になりました。

　柳取会長、白倉会員から大変お世話になりました。
野崎喜一郎さん
　当クラブのゴルフコンペでパープレイのスコアで優
勝しました。丸山さん、杉山さん、中村さん大変お世
話になりました。

伊藤浩志さん
　上高地の百名山・焼岳に登ってきました。北アルプ
スの活火山です。眼下に上高地、目前に穂高岳を望
めました。年内にあと３つ登ります。

吉井直樹さん
　ものづくりメッセに行って来ました。参加企業さん
はお疲れ様です。県外の方が多数いらしていたのが
印象的でした。

　本日地区大会報告、よろしくお願いします。
五十嵐晋三さん
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早川滝徳さん
　地区大会に参加された皆様、大変ありがとうござい
ました。
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　涼しくなりました！

長谷川正実さん、 荻根澤隆雄さん、 落合孝夫さん、
山田富義さん、 関川　博さん、 歸山　肇さん、
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ブ賞、米山功労クラブ賞が発表され、ロータリー米
山記念奨学会寄付個人表彰として当クラブの小越
さんが表彰されました。その後2026年国際大会の
アピールがあり午前の部が終了しました。
　午後の部はロータリー財団奨学生、米山記念奨学
生、青少年交流学生、インターアクト、ローターア
クトなど青少年奉仕に関わる活動の報告がありま
した。そのあと午後の部メインで「ポリオ根絶」を
テーマに、公益財団法人結核予防会理事長の尾身茂
先生から記念講演がありました。まさにポリオ根
絶とロータリーとの繋がり、歴史を話され、戦争地
域など大きな壁がありますがポリオ根絶まであと
少し、ロータリーの協力を引き続きお願いされまし
た。五十嵐晋三さんが言われていましたが、ロータ
リーが企画する講演会はいいものが多く、今回も素
晴らしい内容でした。これは実際参加しないと経
験できないことです。その後、森川RI会長代理から
講評があり、記念品贈呈、ガバナーエレクト、ガバ

ナーノミニー挨拶、次期開催地代表挨拶、ガバナー
謝辞のあと点鐘で本会議が終了しました。
　その後ロータリー親睦交流会が行われ、アトラク
ションとして「新潟Yossy Big band」というミュー
ジシャングループの圧巻の演奏がありました。会
場も移動も困難なほどの参加者で埋め尽くされ、三
条クラブ会員同士はもちろん近隣クラブ、また新潟
県内のロータリアン同士の親睦を深められるいい
時間になりました。
　今回の感想としては財団などへの寄付の必要性
がかなり印象に残りました。ロータリーの意義、奉
仕の精神、ロータリー活動、そしてそれを行うため
に必要な財源。記念講演である尾身先生の講演内
容でもありましたが、活動と財団の両輪をかなり感
じさせられる地区大会でした。来年は雪国魚沼の
地での地区大会です。次期開催地挨拶でも言われ
ていましたが、会場キャパ的に新潟市、長岡市以外
での地でもできる工夫で開催するとのことで楽し
みにしています。御清聴ありがとうございまし
た。

3

「地区大会報告」



ニコニコBOX
柳取崇之 会長
先週、中国・広州へ視察旅行に行って来ました。斎藤
さん、白倉さん大変お世話になりました。
斎藤弘文さん
　中国・広州市に行って参りました。貴島総領事から
案内していただき、大変勉強になりました。

　柳取会長、白倉会員から大変お世話になりました。
野崎喜一郎さん
　当クラブのゴルフコンペでパープレイのスコアで優
勝しました。丸山さん、杉山さん、中村さん大変お世
話になりました。

伊藤浩志さん
　上高地の百名山・焼岳に登ってきました。北アルプ
スの活火山です。眼下に上高地、目前に穂高岳を望
めました。年内にあと３つ登ります。

吉井直樹さん
　ものづくりメッセに行って来ました。参加企業さん
はお疲れ様です。県外の方が多数いらしていたのが
印象的でした。

　本日地区大会報告、よろしくお願いします。
五十嵐晋三さん
　地区大会記念講演、尾身茂氏のポリオ根絶の話、みん
な真剣に聞いていました。

　感動した立派な話でした。
嘉瀬一洋さん
　地区大会お疲れ様でした。尾身さんによるポリオ根
絶の講演は大変勉強になりました。

早川滝徳さん
　地区大会に参加された皆様、大変ありがとうござい
ました。
小林吾郎さん
　涼しくなりました！

長谷川正実さん、 荻根澤隆雄さん、 落合孝夫さん、
山田富義さん、 関川　博さん、 歸山　肇さん、
石倉政雄さん、 安達俊明さん、 明田川賢一さん、
中村和彦さん、 岩橋美穂さん、 高橋　司さん、
丸山行彦さん、 松永隆夫さん、 松永一義さん、
小越憲泰さん、 高橋俊樹さん、 野水靖之さん、
船越良則さん

　地区大会に参加された皆様、お疲れ様でした。
　柳取会長、早川幹事、本日は報告よろしくお願いい
たします。

　　　　　　　   　 10月29日分　 ￥ 28,000
　　　　　　　  　  今年度累計　 ￥582,000

柳取崇之 会長
皆さんこんにちは。
　先週末10月25日・26日に開催
されました室賀ガバナー年度地
区大会に参加して参りました。
　私からは1日目の報告をさせて
頂きます。午後から始まり地区

指導者育成セミナーとRI会長代理をお迎えしての
歓迎晩餐会が開催されました。
　RI会長代理は第2520地区（仙台宮城野RC所属）
の森川昭正さんでありました。
　2023-24年度ガバナーをされおり、現在は地区
ラーニングファシリテーターを努めておられま
す。
　室賀ガバナー挨拶から始まりRI会長代理挨拶の
後、地区委員長の報告が発表され南雲年度の収支決
算報告があり、満場一致で承認をされました。
　その後、育成セミナーの講演が開催され、公益財
団法人ロータリー財団理事の服部良男様（第2760地
区・岡崎RC）より、財団についてケーススタディ方
式の質問形式で行われました。
　財団について様々な話をされましたが、財団講演
で印象に残ったのは「遺贈」です。（これは国際
ロータリーや公益財団法人ロータリー日本財団及
び公益財団法人ロータリー米山記念奨学会などの
ロータリー関連団体へ、遺言によって財産を寄付す
る事と記載されております）
　今後は恒久財源を得るために各地区おいて普及
をしていきたいとのお話でした。
　二人目は公益財団法人米山記念奨学会理事の高
橋秀樹様（新潟RC）より、なぜ米山記念奨学生が必
要なのかを説明されました。
　日本の食料自給率をはじめに話され、何のことな
のかと、それと奨学生がどうつながるのかと思いま
したが、1960年代の食料自給率は80%あったものが

会長挨拶
　　　　　　　　　柳取崇之 会長
　皆さんこんにちは。
　先週末に行われました地区大会に参加の
皆さん大変お疲れさまでした。
　室賀ガバナーが三条クラブの参加者が多
いことに対して感謝と御礼を申されており
ました。

　さて、先週は商工会議所の国際情勢理解視察旅行に参加
し、中国の広州へ行って参りました。当クラブから斎藤さ
ん、白倉さんが参加されました。
　当クラブの斎藤さんが会頭をされていらっしゃる時、外務
省中小企業支援ODA事業が事業化されました。その時に外務
省国際協力企画官をされておりました貴島善子（きじまよし
こ）氏と繋がりをもたれ、23年8月に在広州日本国総領事とし
て赴任されました。その縁で今回の事業が実施され訪問でき
ることになりました。
4日間の出張でありましたが、移動日を除くと視察は2日間

でありました。
　その2日間とも総領事自ら同行して頂き日系自動車関連企
業、現地企業の化粧品メーカー、厨房用品卸売市場を訪問して
参りました。総領事、領事並びに視察先企業の代表の方も会

食時にも同席され、広州地域の現状を説明して頂き
大変有意義なお話を聞くことが出来ました。
　中国ではコロナ発生以降、非接触型の社会が構築
されており、スマホ一つで食料品から車まで購入が
できます。
　そして、一般道での無人自動運転タクシー、ドロー
ンによる宅配など中国は世界の最先端だと改めて認
識した次第です。また、領事館公邸での会食も用意
されており、人生で経験できない素晴らしい視察と
なりました。
　但し、少し不便を感じたことは中国国内では、ほと
んど現金の使用が必要無い為、外国人旅行者は事前
に中国の電子マネーに対応できるアプリをスマホに
入れておかなければならず、また小口の金額使用に
はクレジットカードが使えないため、アプリを入れ
ないとコンビニ等では買い物をする事が出来ません
でした。
　詳細については機会を見て卓話にて話をさせて頂
きたいと考えておりますので宜しくお願い致しま
す。
　以上　挨拶を終わります。

幹事報告
　　　　　　早川滝徳 幹事

◎室賀ガバナー事務所より
　「地区大会ご出席の御礼」
◎第4分区 青柳ガバナー補佐より
　「第3回 第4分区会長・幹事会のご案内」
　　日　時　11月6日（木） 17：00～
　　会　場　燕市小池　ARS（Vintage Hall）
◎三条ローターアクトクラブより
　「11月第一例会のご案内」
　　日　時　11月6日（木） 19：30～
　　会　場　リサーチコア 4階・異業種交流室
◎三条市青少年育成市民会議より
　「私のメッセージ三条市小学生大会のご案内」
　　日　時　11月8日（土） 9：30～
　　会　場　三条市中央公民館 大ホール

現在では60％程度に落ち込んでおり、多くの食料を
輸入に頼っているのが現状であるそうです。
　そこで優秀な奨学生を迎え日本の国を理解して
もらい、将来的に日本に友好関係を作れる人材の育
成を図ることが狙いであるとのお話でした。
　ほかに米山記念奨学事業の始まりや事業概要、受
入奨学生数、事業費の説明等がなされました。
　ロータリー財団、ロータリー米山記念奨学会どち
らも恒久的な財源と寄付が必要であり資金が必要
なことも理解できるものの、最終的には事業活動に
理解して頂き多くの寄付をお願いしたいとの話に
ついては少し考えさせられるセミナーであったと
感じました。
　その後、歓迎晩餐会が開催され8時に閉会しまし
た。

早川滝徳 幹事
地区大会２日目の内容をお話

させて頂きます。会場は1日目の
ホテルイタリア軒から変わって
ANAクラウンプラザホテル新潟
で行われました。２日目は地区
役員の方も含め21名の方が出席

していただきました。出席していただいた皆様あ
りがとうございました。
　はじめに関根地区幹事の開会宣言から室賀ガバ
ナーの開会点鐘でスタートいたしました。国歌斉
唱、ロータリーソング斉唱の後、五十嵐地区大会実
行委員長の挨拶、来賓紹介、参加クラブ紹介、物故
会員追悼と続きました。室賀ガバナー挨拶では今
年度は年度が始まる直前にRI会長エレクトが辞任
し急遽フランチェスコ・アレッツォ会長が決まった
りと激動の年度だということを改めて紹介されま
した。その後来賓として、花角新潟県知事、中原新
潟市長から挨拶がありました。

午前の部メインとしてのRI会長メッセージとし
て映像で紹介され、RI会長代理として仙台宮城野
RCの森川昭正さんから講演がありました。ロータ
リーの戦略計画として、持続可能な変化を生むため
に会員同士が手を取り合い行動するというビジョ
ンを達成するための長期的な指針がロータリーの
行動計画なのですが、今後5年間の周期で変化する
世界に適応しながらロータリーを前進、変化させて
いくものとなるとのことです。今年度RIとして行
うことは、これまでの取り組みを評価し、改善の機
会を探り、必要に応じて変更を加えていきます。ま
たRI会長の強調事項として今年度メッセージでも
ある「よいことのために手を取りあおう」はロータ
リーが人々を結びつけるという「つながり」を強調
しています。これはさらに新会員を増やし、奉仕プ
ロジェクトで協力しインパクトをもたらし、よい変
化を生み出すという事です。このことを受けての
今年度地区目標の「ロータリーで善の循環を」と
なったわけです。また今年度は財団への寄付推進
が表に立っていたと感じます。ロータリー活動と
ロータリー財団はまさに両輪で、ポリオ根絶、グ
ローバル補助金、地区補助金、大規模プログラム補
助金、災害救護補助金、ロータリー平和センターは
ロータリー財団が支えているとのことで、会員に寄
付を呼び掛ける必要性の説明がありました。最後
はロータリーの活動は様々ありますが、一番大事な
のは、「何よりも楽しく！」ということが一番心に
残りました。
　その後、大会委員会報告、大会決議案採択と続
き、各種表彰としてガバナー賞、財団寄付優秀クラ
ブ賞、米山功労クラブ賞が発表され、ロータリー米
山記念奨学会寄付個人表彰として当クラブの小越
さんが表彰されました。その後2026年国際大会の
アピールがあり午前の部が終了しました。
　午後の部はロータリー財団奨学生、米山記念奨学
生、青少年交流学生、インターアクト、ローターア
クトなど青少年奉仕に関わる活動の報告がありま
した。そのあと午後の部メインで「ポリオ根絶」を
テーマに、公益財団法人結核予防会理事長の尾身茂
先生から記念講演がありました。まさにポリオ根
絶とロータリーとの繋がり、歴史を話され、戦争地
域など大きな壁がありますがポリオ根絶まであと
少し、ロータリーの協力を引き続きお願いされまし
た。五十嵐晋三さんが言われていましたが、ロータ
リーが企画する講演会はいいものが多く、今回も素
晴らしい内容でした。これは実際参加しないと経
験できないことです。その後、森川RI会長代理から
講評があり、記念品贈呈、ガバナーエレクト、ガバ

ナーノミニー挨拶、次期開催地代表挨拶、ガバナー
謝辞のあと点鐘で本会議が終了しました。
　その後ロータリー親睦交流会が行われ、アトラク
ションとして「新潟Yossy Big band」というミュー
ジシャングループの圧巻の演奏がありました。会
場も移動も困難なほどの参加者で埋め尽くされ、三
条クラブ会員同士はもちろん近隣クラブ、また新潟
県内のロータリアン同士の親睦を深められるいい
時間になりました。
　今回の感想としては財団などへの寄付の必要性
がかなり印象に残りました。ロータリーの意義、奉
仕の精神、ロータリー活動、そしてそれを行うため
に必要な財源。記念講演である尾身先生の講演内
容でもありましたが、活動と財団の両輪をかなり感
じさせられる地区大会でした。来年は雪国魚沼の
地での地区大会です。次期開催地挨拶でも言われ
ていましたが、会場キャパ的に新潟市、長岡市以外
での地でもできる工夫で開催するとのことで楽し
みにしています。御清聴ありがとうございまし
た。
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ニコニコBOX
柳取崇之 会長
先週、中国・広州へ視察旅行に行って来ました。斎藤
さん、白倉さん大変お世話になりました。
斎藤弘文さん
　中国・広州市に行って参りました。貴島総領事から
案内していただき、大変勉強になりました。

　柳取会長、白倉会員から大変お世話になりました。
野崎喜一郎さん
　当クラブのゴルフコンペでパープレイのスコアで優
勝しました。丸山さん、杉山さん、中村さん大変お世
話になりました。

伊藤浩志さん
　上高地の百名山・焼岳に登ってきました。北アルプ
スの活火山です。眼下に上高地、目前に穂高岳を望
めました。年内にあと３つ登ります。

吉井直樹さん
　ものづくりメッセに行って来ました。参加企業さん
はお疲れ様です。県外の方が多数いらしていたのが
印象的でした。

　本日地区大会報告、よろしくお願いします。
五十嵐晋三さん
　地区大会記念講演、尾身茂氏のポリオ根絶の話、みん
な真剣に聞いていました。

　感動した立派な話でした。
嘉瀬一洋さん
　地区大会お疲れ様でした。尾身さんによるポリオ根
絶の講演は大変勉強になりました。

早川滝徳さん
　地区大会に参加された皆様、大変ありがとうござい
ました。
小林吾郎さん
　涼しくなりました！

長谷川正実さん、 荻根澤隆雄さん、 落合孝夫さん、
山田富義さん、 関川　博さん、 歸山　肇さん、
石倉政雄さん、 安達俊明さん、 明田川賢一さん、
中村和彦さん、 岩橋美穂さん、 高橋　司さん、
丸山行彦さん、 松永隆夫さん、 松永一義さん、
小越憲泰さん、 高橋俊樹さん、 野水靖之さん、
船越良則さん

　地区大会に参加された皆様、お疲れ様でした。
　柳取会長、早川幹事、本日は報告よろしくお願いい
たします。

　　　　　　　   　 10月29日分　 ￥ 28,000
　　　　　　　  　  今年度累計　 ￥582,000

柳取崇之 会長
皆さんこんにちは。
　先週末10月25日・26日に開催
されました室賀ガバナー年度地
区大会に参加して参りました。
　私からは1日目の報告をさせて
頂きます。午後から始まり地区

指導者育成セミナーとRI会長代理をお迎えしての
歓迎晩餐会が開催されました。
　RI会長代理は第2520地区（仙台宮城野RC所属）
の森川昭正さんでありました。
　2023-24年度ガバナーをされおり、現在は地区
ラーニングファシリテーターを努めておられま
す。
　室賀ガバナー挨拶から始まりRI会長代理挨拶の
後、地区委員長の報告が発表され南雲年度の収支決
算報告があり、満場一致で承認をされました。
　その後、育成セミナーの講演が開催され、公益財
団法人ロータリー財団理事の服部良男様（第2760地
区・岡崎RC）より、財団についてケーススタディ方
式の質問形式で行われました。
　財団について様々な話をされましたが、財団講演
で印象に残ったのは「遺贈」です。（これは国際
ロータリーや公益財団法人ロータリー日本財団及
び公益財団法人ロータリー米山記念奨学会などの
ロータリー関連団体へ、遺言によって財産を寄付す
る事と記載されております）
　今後は恒久財源を得るために各地区おいて普及
をしていきたいとのお話でした。
　二人目は公益財団法人米山記念奨学会理事の高
橋秀樹様（新潟RC）より、なぜ米山記念奨学生が必
要なのかを説明されました。
　日本の食料自給率をはじめに話され、何のことな
のかと、それと奨学生がどうつながるのかと思いま
したが、1960年代の食料自給率は80%あったものが

会長挨拶
　　　　　　　　　柳取崇之 会長
　皆さんこんにちは。
　先週末に行われました地区大会に参加の
皆さん大変お疲れさまでした。
　室賀ガバナーが三条クラブの参加者が多
いことに対して感謝と御礼を申されており
ました。

　さて、先週は商工会議所の国際情勢理解視察旅行に参加
し、中国の広州へ行って参りました。当クラブから斎藤さ
ん、白倉さんが参加されました。
　当クラブの斎藤さんが会頭をされていらっしゃる時、外務
省中小企業支援ODA事業が事業化されました。その時に外務
省国際協力企画官をされておりました貴島善子（きじまよし
こ）氏と繋がりをもたれ、23年8月に在広州日本国総領事とし
て赴任されました。その縁で今回の事業が実施され訪問でき
ることになりました。
4日間の出張でありましたが、移動日を除くと視察は2日間

でありました。
　その2日間とも総領事自ら同行して頂き日系自動車関連企
業、現地企業の化粧品メーカー、厨房用品卸売市場を訪問して
参りました。総領事、領事並びに視察先企業の代表の方も会

食時にも同席され、広州地域の現状を説明して頂き
大変有意義なお話を聞くことが出来ました。
　中国ではコロナ発生以降、非接触型の社会が構築
されており、スマホ一つで食料品から車まで購入が
できます。
　そして、一般道での無人自動運転タクシー、ドロー
ンによる宅配など中国は世界の最先端だと改めて認
識した次第です。また、領事館公邸での会食も用意
されており、人生で経験できない素晴らしい視察と
なりました。
　但し、少し不便を感じたことは中国国内では、ほと
んど現金の使用が必要無い為、外国人旅行者は事前
に中国の電子マネーに対応できるアプリをスマホに
入れておかなければならず、また小口の金額使用に
はクレジットカードが使えないため、アプリを入れ
ないとコンビニ等では買い物をする事が出来ません
でした。
　詳細については機会を見て卓話にて話をさせて頂
きたいと考えておりますので宜しくお願い致しま
す。
　以上　挨拶を終わります。

幹事報告
　　　　　　早川滝徳 幹事

◎室賀ガバナー事務所より
　「地区大会ご出席の御礼」
◎第4分区 青柳ガバナー補佐より
　「第3回 第4分区会長・幹事会のご案内」
　　日　時　11月6日（木） 17：00～
　　会　場　燕市小池　ARS（Vintage Hall）
◎三条ローターアクトクラブより
　「11月第一例会のご案内」
　　日　時　11月6日（木） 19：30～
　　会　場　リサーチコア 4階・異業種交流室
◎三条市青少年育成市民会議より
　「私のメッセージ三条市小学生大会のご案内」
　　日　時　11月8日（土） 9：30～
　　会　場　三条市中央公民館 大ホール

現在では60％程度に落ち込んでおり、多くの食料を
輸入に頼っているのが現状であるそうです。
　そこで優秀な奨学生を迎え日本の国を理解して
もらい、将来的に日本に友好関係を作れる人材の育
成を図ることが狙いであるとのお話でした。
　ほかに米山記念奨学事業の始まりや事業概要、受
入奨学生数、事業費の説明等がなされました。
　ロータリー財団、ロータリー米山記念奨学会どち
らも恒久的な財源と寄付が必要であり資金が必要
なことも理解できるものの、最終的には事業活動に
理解して頂き多くの寄付をお願いしたいとの話に
ついては少し考えさせられるセミナーであったと
感じました。
　その後、歓迎晩餐会が開催され8時に閉会しまし
た。

早川滝徳 幹事
地区大会２日目の内容をお話

させて頂きます。会場は1日目の
ホテルイタリア軒から変わって
ANAクラウンプラザホテル新潟
で行われました。２日目は地区
役員の方も含め21名の方が出席

していただきました。出席していただいた皆様あ
りがとうございました。
　はじめに関根地区幹事の開会宣言から室賀ガバ
ナーの開会点鐘でスタートいたしました。国歌斉
唱、ロータリーソング斉唱の後、五十嵐地区大会実
行委員長の挨拶、来賓紹介、参加クラブ紹介、物故
会員追悼と続きました。室賀ガバナー挨拶では今
年度は年度が始まる直前にRI会長エレクトが辞任
し急遽フランチェスコ・アレッツォ会長が決まった
りと激動の年度だということを改めて紹介されま
した。その後来賓として、花角新潟県知事、中原新
潟市長から挨拶がありました。

午前の部メインとしてのRI会長メッセージとし
て映像で紹介され、RI会長代理として仙台宮城野
RCの森川昭正さんから講演がありました。ロータ
リーの戦略計画として、持続可能な変化を生むため
に会員同士が手を取り合い行動するというビジョ
ンを達成するための長期的な指針がロータリーの
行動計画なのですが、今後5年間の周期で変化する
世界に適応しながらロータリーを前進、変化させて
いくものとなるとのことです。今年度RIとして行
うことは、これまでの取り組みを評価し、改善の機
会を探り、必要に応じて変更を加えていきます。ま
たRI会長の強調事項として今年度メッセージでも
ある「よいことのために手を取りあおう」はロータ
リーが人々を結びつけるという「つながり」を強調
しています。これはさらに新会員を増やし、奉仕プ
ロジェクトで協力しインパクトをもたらし、よい変
化を生み出すという事です。このことを受けての
今年度地区目標の「ロータリーで善の循環を」と
なったわけです。また今年度は財団への寄付推進
が表に立っていたと感じます。ロータリー活動と
ロータリー財団はまさに両輪で、ポリオ根絶、グ
ローバル補助金、地区補助金、大規模プログラム補
助金、災害救護補助金、ロータリー平和センターは
ロータリー財団が支えているとのことで、会員に寄
付を呼び掛ける必要性の説明がありました。最後
はロータリーの活動は様々ありますが、一番大事な
のは、「何よりも楽しく！」ということが一番心に
残りました。
　その後、大会委員会報告、大会決議案採択と続
き、各種表彰としてガバナー賞、財団寄付優秀クラ
ブ賞、米山功労クラブ賞が発表され、ロータリー米
山記念奨学会寄付個人表彰として当クラブの小越
さんが表彰されました。その後2026年国際大会の
アピールがあり午前の部が終了しました。
　午後の部はロータリー財団奨学生、米山記念奨学
生、青少年交流学生、インターアクト、ローターア
クトなど青少年奉仕に関わる活動の報告がありま
した。そのあと午後の部メインで「ポリオ根絶」を
テーマに、公益財団法人結核予防会理事長の尾身茂
先生から記念講演がありました。まさにポリオ根
絶とロータリーとの繋がり、歴史を話され、戦争地
域など大きな壁がありますがポリオ根絶まであと
少し、ロータリーの協力を引き続きお願いされまし
た。五十嵐晋三さんが言われていましたが、ロータ
リーが企画する講演会はいいものが多く、今回も素
晴らしい内容でした。これは実際参加しないと経
験できないことです。その後、森川RI会長代理から
講評があり、記念品贈呈、ガバナーエレクト、ガバ

ナーノミニー挨拶、次期開催地代表挨拶、ガバナー
謝辞のあと点鐘で本会議が終了しました。
　その後ロータリー親睦交流会が行われ、アトラク
ションとして「新潟Yossy Big band」というミュー
ジシャングループの圧巻の演奏がありました。会
場も移動も困難なほどの参加者で埋め尽くされ、三
条クラブ会員同士はもちろん近隣クラブ、また新潟
県内のロータリアン同士の親睦を深められるいい
時間になりました。
　今回の感想としては財団などへの寄付の必要性
がかなり印象に残りました。ロータリーの意義、奉
仕の精神、ロータリー活動、そしてそれを行うため
に必要な財源。記念講演である尾身先生の講演内
容でもありましたが、活動と財団の両輪をかなり感
じさせられる地区大会でした。来年は雪国魚沼の
地での地区大会です。次期開催地挨拶でも言われ
ていましたが、会場キャパ的に新潟市、長岡市以外
での地でもできる工夫で開催するとのことで楽し
みにしています。御清聴ありがとうございまし
た。
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11月のお祝い
◎会員誕生祝い
　11日　伊藤浩志さん
　11日　嘉瀬一洋さん
　12日　柳取崇之さん
　15日　岩橋美穂さん
　16日　田久保良さん
　21日　西山徳芳さん

◎配偶者誕生祝い
　14日　野崎ミチコさん（喜一郎さん）
　17日　中村範子さん （和彦さん）

◎100％出席賞
　28年　佐野勝榮さん

◎結婚記念祝
　 3日　吉井直樹さん（道代さん）
　 3日　滝沢　亮さん（佳代さん）
　 8日　白鳥　賢さん（直子さん）
　 9日　成田秀雄さん（久美子さん）
　22日　柳取崇之さん（恵さん）



ニコニコBOX
柳取崇之 会長
先週、中国・広州へ視察旅行に行って来ました。斎藤
さん、白倉さん大変お世話になりました。
斎藤弘文さん
　中国・広州市に行って参りました。貴島総領事から
案内していただき、大変勉強になりました。

　柳取会長、白倉会員から大変お世話になりました。
野崎喜一郎さん
　当クラブのゴルフコンペでパープレイのスコアで優
勝しました。丸山さん、杉山さん、中村さん大変お世
話になりました。

伊藤浩志さん
　上高地の百名山・焼岳に登ってきました。北アルプ
スの活火山です。眼下に上高地、目前に穂高岳を望
めました。年内にあと３つ登ります。

吉井直樹さん
　ものづくりメッセに行って来ました。参加企業さん
はお疲れ様です。県外の方が多数いらしていたのが
印象的でした。

　本日地区大会報告、よろしくお願いします。
五十嵐晋三さん
　地区大会記念講演、尾身茂氏のポリオ根絶の話、みん
な真剣に聞いていました。

　感動した立派な話でした。
嘉瀬一洋さん
　地区大会お疲れ様でした。尾身さんによるポリオ根
絶の講演は大変勉強になりました。

早川滝徳さん
　地区大会に参加された皆様、大変ありがとうござい
ました。
小林吾郎さん
　涼しくなりました！

長谷川正実さん、 荻根澤隆雄さん、 落合孝夫さん、
山田富義さん、 関川　博さん、 歸山　肇さん、
石倉政雄さん、 安達俊明さん、 明田川賢一さん、
中村和彦さん、 岩橋美穂さん、 高橋　司さん、
丸山行彦さん、 松永隆夫さん、 松永一義さん、
小越憲泰さん、 高橋俊樹さん、 野水靖之さん、
船越良則さん

　地区大会に参加された皆様、お疲れ様でした。
　柳取会長、早川幹事、本日は報告よろしくお願いい
たします。

　　　　　　　   　 10月29日分　 ￥ 28,000
　　　　　　　  　  今年度累計　 ￥582,000
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リーが人々を結びつけるという「つながり」を強調
しています。これはさらに新会員を増やし、奉仕プ
ロジェクトで協力しインパクトをもたらし、よい変
化を生み出すという事です。このことを受けての
今年度地区目標の「ロータリーで善の循環を」と
なったわけです。また今年度は財団への寄付推進
が表に立っていたと感じます。ロータリー活動と
ロータリー財団はまさに両輪で、ポリオ根絶、グ
ローバル補助金、地区補助金、大規模プログラム補
助金、災害救護補助金、ロータリー平和センターは
ロータリー財団が支えているとのことで、会員に寄
付を呼び掛ける必要性の説明がありました。最後
はロータリーの活動は様々ありますが、一番大事な
のは、「何よりも楽しく！」ということが一番心に
残りました。
　その後、大会委員会報告、大会決議案採択と続
き、各種表彰としてガバナー賞、財団寄付優秀クラ
ブ賞、米山功労クラブ賞が発表され、ロータリー米
山記念奨学会寄付個人表彰として当クラブの小越
さんが表彰されました。その後2026年国際大会の
アピールがあり午前の部が終了しました。
　午後の部はロータリー財団奨学生、米山記念奨学
生、青少年交流学生、インターアクト、ローターア
クトなど青少年奉仕に関わる活動の報告がありま
した。そのあと午後の部メインで「ポリオ根絶」を
テーマに、公益財団法人結核予防会理事長の尾身茂
先生から記念講演がありました。まさにポリオ根
絶とロータリーとの繋がり、歴史を話され、戦争地
域など大きな壁がありますがポリオ根絶まであと
少し、ロータリーの協力を引き続きお願いされまし
た。五十嵐晋三さんが言われていましたが、ロータ
リーが企画する講演会はいいものが多く、今回も素
晴らしい内容でした。これは実際参加しないと経
験できないことです。その後、森川RI会長代理から
講評があり、記念品贈呈、ガバナーエレクト、ガバ

ナーノミニー挨拶、次期開催地代表挨拶、ガバナー
謝辞のあと点鐘で本会議が終了しました。
　その後ロータリー親睦交流会が行われ、アトラク
ションとして「新潟Yossy Big band」というミュー
ジシャングループの圧巻の演奏がありました。会
場も移動も困難なほどの参加者で埋め尽くされ、三
条クラブ会員同士はもちろん近隣クラブ、また新潟
県内のロータリアン同士の親睦を深められるいい
時間になりました。
　今回の感想としては財団などへの寄付の必要性
がかなり印象に残りました。ロータリーの意義、奉
仕の精神、ロータリー活動、そしてそれを行うため
に必要な財源。記念講演である尾身先生の講演内
容でもありましたが、活動と財団の両輪をかなり感
じさせられる地区大会でした。来年は雪国魚沼の
地での地区大会です。次期開催地挨拶でも言われ
ていましたが、会場キャパ的に新潟市、長岡市以外
での地でもできる工夫で開催するとのことで楽し
みにしています。御清聴ありがとうございまし
た。
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― 例会の様子 ―

ゴルフ同好会　杉山幸英 会長

優 勝　野崎喜一郎 会員
準優勝　丸山　行彦 会員
第3位　中村　和彦 会員

「ゴルフ同好会 第100回大会報告」

≪成績表≫

10月23日木曜日に下田城カントリークラブで三条RCゴルフ同好会、第100回大会を行いました。
当日は素晴らしい秋晴れに恵まれ、ゴルフを十分に楽しみました。
表彰式は越前屋ホテルで和やかに行われ、100回記念のマーカを全員いただきました。

　　次々週例会 11月19日 「外部卓話」
 　　　　　　　　　　　　　　　　 AMAZING COMPANY㈱
 　　　　　　　　　　　　　　　　 代表取締役　アルコビ リチャード ロテム様

　　次 週 例 会 11月12日 「会員卓話」　　　　  岩橋美穂 会員

皆様の写真で
本週報の表紙を
飾って
みませんか？

今期の三条ロータリークラブ週報では、皆様より表紙の写真を募集いたします。
日常の風景から旅先のスナップ・渾身のワンカットなど、会員様の素敵な写真をご提供ください。
画像タイトル（キャプション）を入れてメールでお送りください。
宛先は渋谷会員宛「m-shibuya@san-in.biz」までお願いいたします。
※投稿者名を非掲載希望の方は、メール送信時にその旨ご記載ください。
※応募者多数の場合は掲載されない場合もございます。ご容赦願います。


